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令和元年度事業報告書
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事業の基本理念

三溪園は、明治39(1906)年に実業家・原三溪が、自然や文化財は共有財であるという考えから、
自邸を広く一般に公開したことにはじまります。三溪が庭園、そして蒐集した歴史的建造物や美術品
を公開したことにより、三溪園は単に行楽の地にとどまらず日本文化の保護や育成・啓蒙、そして新た
な文化の醸成にもつながりました。本財団では、三溪の遺志、そして三溪園が果たしてきたこうした役
割を受け継ぎ、定款に掲げられた次の文意に沿って、三溪園の管理・運営を行っています。
「国民共有の文化遺産である重要文化財建造物等及び名勝庭園の保存・活用を通して、歴史及
び文化の継承とその発展を図り、潤いある地域社会づくりに寄与するとともに、日本の文化を世界に発
信する」 （公益財団法人 三溪園保勝会 定款 第3条）
令和元年度もこの目的に則し、また横浜市との協約により設定した目標値(※)の達成をめざして、事
業を行いましたのでここに報告します。

令和元年度の事業

原三溪没後80年やワールドカップラグビーの開催など、集客・認知度の向上などに結びつくトピックス
があったものの、記録的な猛暑や2度の台風直撃などにより、入園者数は期待に反し伸びない結果
となりました。また、例年来園者が集まる年度末からは、新型コロナウイルスの感染拡大により、観梅
会や観桜の夕べなどの園の代表的催事の中止や三溪記念館、旧矢箆原家住宅（合掌造り）の
屋内開放の施設休館、ボランティアの活動休止などを余儀なくされ、大きく影響を受けました。

公益目的事業

※横浜市との協約目標
協約事項（平成30～令和4年） 平成30年 令和元年 目標数値

入園者数の増 407,029人 407,534人 500,000人
外国人入園数の増 46,180人 47,147人 50,000人

※上記の入園者数は、桜の開花状況により3～４月の変動が激しいため、1～12月の合計として
います。

１ 庭園および歴史的建造物の公開と、それを活用した日本の伝統・文化の紹介

（1）入園者の状況  ｟資料 1｠                          
入園者総数    371,168 人    平成 30 年度 399,521 人 前年度比 92.9％
有料入園者     283,627 人   平成 30 年度 316,414 人 前年度比 89.6％

   外国人        40,611 人    平成 30 年度 48,489 人 前年度比 83.8％
   こども         14,149 人  平成 30 年度  17,241 人 前年度比 82.1％

（2）催事   ｟資料 2｠  
  施設自体はもとより日本の伝統文化や季節感に触れ、親しんでもらうことを目的に、年間を通して

多様多彩な催事を行いました。市民団体や機関、周辺の地域、ボランティア、作家、横浜市等と
連携･協力し、財団単独では成しえない魅力を創出し、誘客・集客効果を生むことができました。
特に令和元年は原三溪没後 80 年にあたり、企画展や記念シンポジウムなど記念事業の開催や
連携も行いました。
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2 庭園および歴史的建造物の維持・管理   ｟資料 3｠
名勝三溪園整備委員会を開催し、助言・指導のもと年次計画に沿って整備を進めました。

（1）名勝三溪園整備委員会の開催
各分野（庭園・建築・植生・地盤工学・歴史）の識者による名勝三溪園整備委員会を開催し、
事業計画、修理方針、施工方法、事業報告などの審議とともに、適宜個別に現地指導を受けま
した。

（ア）第 1 回委員会 令和元年 7 月 11 日
平成 30 年度の事業報告とともに、令和元年度事業計画の審議を行い、承認を得ました。

（イ）第 2 回委員会 令和元年 10 月 30 日
令和元年度事業の中間報告ととともに、令和２年度事業計画、年次計画の審議を行い、承
認を得ました。

（ウ）第 3 回委員会 令和 2 年 2 月 21 日
令和元度事業の中間報告ととともに、令和２年度事業計画、年次計画の審議を行い、承認を
得ました。

（2）庭園の整備  
（ア） 植栽の整備

鶴翔閣西側の山林部及び旧東慶寺仏殿南側の山林部、春草廬南側の山林部等で、建物に
悪影響を及ぼす恐れのある樹木等の伐採・剪定を行いました。

（イ）大池東岸の修景整備
使用していない浄化槽の撤去や景観を阻害している樹木の伐採、桜の捕植、芝による整地等
を行い、景観改善のための工事を実施しました。

（ウ）観覧環境の整備
園路の不陸や段差の整備、花木の育成・剪定、庭園諸施設の更新・小破修繕等、来園者の
快適な観覧環境を維持するための整備を行いました。

（エ）台風 15 号・19 号により生じた約 700 本に及ぶ倒木や枝折れのうち、庭園景観に影響を及
ぼす樹木や山林管理上、処理が必要な樹木約 470 本について伐採処分や剪定等を実施しま
した。

（3）歴史的建造物の修理
（ア）重要文化財 臨春閣の修理
   前年度に着手した檜皮葺き・杮葺き屋根の全面葺き替えを継続して実施しました。（3か年計

画の２年度目）
本年度は、第一屋・第二屋の檜皮葺き・杮葺きの葺き替えが完了し、続いて第三屋の葺き替え
のための素屋根の建設とともに、樋や木部の修理、避雷針を再設置しました。また、前年度の調
査をもとに耐震設計を行い、耐震壁施工のための解体作業を実施しました。

（イ）小破損の修理
蓮華院・横笛庵の屋根の部分葺き替え、鶴翔閣の茅葺き屋根の差茅・棟の積み替え、同杮葺
き屋根の劣化箇所の応急処置を実施しました。また、林洞庵の排水溝清掃、旧天瑞寺寿塔覆
堂の瓦屋根の修理、白雲邸の戸棚の把手の取り替え、臨春閣の襖・欄間の修理（令和 2 年
度までの継続事業）を行いました

（ウ）文化財建造物の防蟻処理
年次計画に基づき、天授院・旧天瑞寺寿塔覆堂・御門・横笛庵・金毛窟・海岸門・蓮華院・
亭榭のシロアリ防除処理を行いました。
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(エ) 台風による被害箇所の復旧工事
台風 15 号・19 号による被害を受けた旧天瑞寺寿塔覆堂・林洞庵・旧燈明寺三重塔・旧矢
箆原家住宅・白雲邸の修理工事を実施しました。

（4）その他の修理・整備
（ア）トイレの整備

来園者が利用する主要なトイレ 2 棟について、和式便器を洋式・洗浄機付便座に変更するとと
もに、ベビーチェアや手すり等を設置し、附属する多目的トイレについてはオストメイトの設置や手動
式扉を自動扉に改修するなど、ユニバーサルデザインに沿った整備を行いました。

（イ）誘導灯設置
茶会や披露宴など多数の利用者の受入れがある鶴翔閣に、火災予防上必要な誘導灯を設置
しました。

（ウ）三溪記念館空調設備の改修
貴重な美術品の展示収蔵環境を良好に保つため、年次計画に基づき空調設備の改修を行い
ました。また、展示室内の吸着剤の交換や管理室系統の室外機交換等も行いました。

（エ）鶴翔閣の整備、改修
空調設備の良好な稼働のため、マルチエアコン、冷温水ヒートポンプチラー、排風機等を更新しま
した。また、建具や畳、屏風等の修理を行いました。

（オ）三溪園隣接地の樹木整備
三溪園に隣接する住宅等の樹木整備（倒木や高木・枯木等の危険樹木、越境樹木の伐採、
除草、落ち葉清掃など）を行いました。

3 原三溪および三溪園に関する美術品、資料等の収集、保存および活用

(1)展覧会の開催
三溪自筆の書画やゆかりの作家作品など所蔵する作品をテーマに合わせて選択・構成した常設展
を開催たほか、横浜美術大学との連携企画「三溪園と日本画の画家たち」（鶴翔閣と 2 会場で
開催）、原三溪市民研究会との共催によるパネル展「もっと知ろう、原三溪―原三溪市民研究会
10 年の足跡」を行いました。

（2）美術品、資料等の収集･保存、活用
（ア）寄贈･寄託品の受入

《寄贈》
高橋杭水「冬景山水」

《寄託》
小栗宗丹「周茂叔愛蓮図」、高然暉「山水図」、（溝喰姫宮用銘）硯外箱、(染付牛図)
水滴、原三溪「水草扇面」、牛田雞村「日野山荘画巻」２巻

「ラッカ耳付香炉」（三溪旧蔵品）
（イ）所蔵品の貸出

◯特別展「原三溪の美術 伝説の大コレクション」（横浜美術館、7 月 13 日～9 月 1 日）
原三溪旧蔵品、原三溪筆書画、史料 合計 44 点

○特別展「谷文晁×富士山」（静岡県富士山世界遺産センター、12 月 7 日～2 月 2 日）
谷文晁「富士図」1 点

（3）三溪記念館の保守
三溪記念館収蔵庫の環境調査および除塵防黴の施工を行いました。
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４ ボランティア活動の場の提供および機会の拡大   ｟資料４｠
ボランティア登録者数：223名（令和２年3月31日現在）

《内訳》 ガイド･インフォメーション144名、合掌造り管理運営50名、庭園保守管理71名
※重複登録あり。

５ 市民や地域、他機関とのおもな協働・連携  ｟資料５｠
近隣の地域や施設、市民団体などの企画とタイアップし、周辺への認知を高め、三溪園のさらなる魅
力発信を図りました。

（1）地域や他機関との連携
横浜市や中区、三溪園周辺の本牧地域住民が開催する事業など、相乗効果が期待できる企画
との連携を行いました。
特に原三溪生誕150年・没後80年の記念企画として横浜美術館で開催された特別展「原三溪
の美術―伝説の大コレクション」では当財団の所蔵資料を提供したほか、三溪園を会場に横浜美
術大学との連携・共催による「三溪園と日本画の作家たち」を開催し、また横浜観光コンベンション
ビューローの協力により無料シャトルバスを運行しました。
また、ワールドカップラグビー開催にともなう横浜市の企画、「和の匠展」（会場:鶴翔閣）や「三溪
園和音まつり2019～音故知新」、「高円宮妃殿下写真展―鳥たちの煌きⅣ」を受け入れました。

（2）市民団体との連携、協働
原三溪市民研究会や三溪の故郷である岐阜市の原三溪柳津文化の里構想実行委員会の活
動に対し、資料提供などの協力をしました。特に原三溪市民研究会とは、通常横浜美術館で開
催している同研究会シンポジウムの会場を、原三溪生誕 150 周年の昨年に続き、没後 80 年の
特別企画として鶴翔閣に移し共催で行ったとしたほか、三溪記念館第 3 展示室でパネル展「もっと
知ろう、原三溪―原三溪市民研究会 10 年の足跡」を開催しました。

（3）学校との連携、利用受け入れ
昨年度に引き続き、日本ガーデンデザイン専門学校等の要請により植栽の剪定や下刈り作業、竹
垣の修理など庭園管理作業の一部を実習の場として提供しました。（延べ日数 33 日、延べ人数
約 720 名）また、同校学生の日本文化を学ぶ実習（茶道・華道）場として園内の建物を提供
しました。

６ 歴史的建造物の貸し出し   ｟資料６｠
文化的活動を目的に使用する個人や団体等に対し、鶴翔閣や白雲邸など 10 棟の建造物を有料
で貸し出しました。

７ 営業および広報活動   

（1）営業活動   ｟資料７｠
首都圏を中心に旅行会社への訪問営業を行いました。また、三溪園への送客・施設利用を促すと
ともに、横浜観光コンベンションビューローや神奈川県などが開催する商談会やセミナー、連携部会
にも積極的に参加し、動向やニーズなど情報の集積にも努めながらＰＲ活動を行いました。

（2）広報活動   ｟資料８｠
ホームページやポスター･チラシを中心に広報を展開するとともに、各種メディアへの積極的な情報発
信と取材の受入れを行い、掲載や放送等でのＰＲに注力しました。
また、他機関事業との連携や、既存イベントに新たな企画を盛り込み、話題性を意識した広報に
取り組んだほか、前年に引き続き入園者増を見込める紅葉のシーズンに東急線・みなとみらい線の
駅構内に交通広告を掲出し、さらなる集客を狙いました。
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８ 利便性と満足度の向上に向けた施設の整備
（1）ホームページのリニューアル

従来日本語と英語のみとしていた主要ページの部分を中国語（簡体字・繁体字）、韓国語を加
え、多言語化を図ったとともに、読み上げ機能を導入し園内サインとのリンク（QR コードによるダウン
ロード）により、観覧時に音声ガイドとして利用できるようにしました。

（2）園内サインのリニューアルおよび松風閣解説パネルの新設
幅広い来園者の層に、よりわかりやすい内容とするとともに、ホームページの読み上げ機能とのリンク
（QR コードによるダウンロード）により多言語に対応できるようにしました。また、松風閣には、その
歴史・沿革とそこから展望できる風景を解説する 2 種のパネルを新設しました。

（3）土産品の開発およびキャッシュレス決済機器の導入
   横浜市の三溪園の土産品開発企画を受け入れるとともに、クレジットカード、電子マネーでの決済

ができる機器を導入しました。

（4）三溪記念館のセンター機能強化
   展示室やミュージアムショップ、茶席「望塔亭」の利用を促し、三溪記念館のセンターとしての機能強

化を図るため、サインリニューアルにあわせて園内マップ案内板に同記念館の情報を強調したほか、
横浜市の協力により新たな土産品を開発し、キャッシュレス決済ができる環境を整備しました。また、
三溪園施設をより深く認知してもらうため、館内に三溪園を映像で紹介するデジタルサイネージを新
設しました。

（５）トイレの整備
来園者が利用する主要なトイレ 2 棟について、和式便器を洋式・洗浄機付便座に変更するととも
に、ベビーチェアや手すり等を設置し、多目的トイレについてはオストメイトの設置や手動式扉を自動
扉に改修するなど、ユニバーサルデザインに沿った整備を行いました。

収益事業

公益目的事業推進のため、来園者の利便設備として駐車場、茶店の賃貸、茶席、ミュージアムショップ
等を運営するとともに、鶴翔閣と古建築の一部および庭園を披露宴や展示会･パーティー･撮影会等、
幅広い目的に貸し出しました。

１ ウェディングの利用状況   ｟資料９｠

（1）鶴翔閣の披露宴利用
空調設備等の整備工事にともない、2・3 月を中心に施設の貸出および提供が不可となったため、
利用件数が減少しました。

（2）庭園での記念撮影
使用料改定の影響により、前年度に続き減少傾向がみられます。

２ 記念品販売の状況   ｟資料 10｠
新たな土産品開発を行ったものの、売上高および客単価は前年度を下回る結果となりました。

３ 茶席「望塔亭」の利用状況   ｟資料 11｠
本格的な茶道をリーズナブルに気軽に体験できる場所として国内外の来園者に好評のコーナーですが、
入園者の減少に比例した利用の減少とあわせて、新型コロナウイルス感染拡大により 2 月末以降は
休業としているため大幅な減収となりました。
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役員会の開催状況

１ 理事会

（1）令和元年 6 月 12 日 10 時 30 分～    会場：三溪園 鶴翔閣
議案
第 1 号議案 平成 30 年度事業報告について
第 2 号議案 平成 30 年度決算報告について
第 3 号議案 平成 31 年度（令和元年度）収支予算における正味財産額の補正について
第 4 号議案 評議員会の開催について
報告事項１ 監事の辞任について
報告事項 2 理事長、副理事長、業務執行理事の職務の執行状況について

（2）令和 2 年 3 月 6 日 10 時 30 分～ 会場：三溪園 鶴翔閣
議案
第 1 号議案 公益目的事業にかかる余剰金解消施策の件
第 2 号議案 特定費用準備資金等取扱規程制定の件
第 3 号議案 特定資産取得・改良資金保有の件

（3）令和 2 年 3 月 19 日 （新型コロナウイルス感染拡大にともない、みなし決議）
議案
第 1 号議案 令和 2 年度事業計画について
第 2 号議案 令和 2 年度収支予算について
第 3 号議案 処務規程の一部改正について
第 4 号議案 委員会員の選任について
第 5 号議案 評議員会の開催について
報告事項 1 理事長、副理事長、業務執行理事の職務の執行状況について

２ 評議員会

（1）令和元年 6 月 27 日 14 時 00 分～    会場：ワークピア横浜
議案
第 1 号議案 平成 30 年度事業報告について
第 2 号議案 平成 30 年度決算報告について
第 3 号議案 平成 31 年度（令和元年度）収支予算における正味財産額の補正について
第 4 号議案 理事の選任について
第 5 号議案 監事の選任について
第 6 号議案 定款の一部変更について
報告事項１ 監事の辞任について

（2）令和 2 年 3 月 30 日 （新型コロナウイルス感染拡大にともない、みなし決議）
議案
第１号議案  令和 2 年度事業計画について
第２号議案  令和 2 年度収支予算について
報告事項１  処務規程の一部改正について



平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

公益財団法人三溪園保勝会
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